
（別紙３）

～ 2026年　3月　15日

（対象者数） 37 （回答者数） 35

～ 2026年　3月　30日

（対象者数） 8 （回答者数） 8

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1 学校・家庭との環境の一貫性の強化

2
個別に適した課題の調整

より多くの活動への適用

3 活動選択の幅の調整

学校を参考に環境を構造化していること
机と椅子、時間割（ラボタイマー）の活用

子どもの生活の中心である学校に近い環境で練習できる

挑戦と達成の繰り返しを意図的に設計した支援
段階的に達成目標を定めることで

次の取り組みに繋がる流れを作っている

自発的な取り組みを引き出す環境設計
本人が活動を選択できる場面を設定している

納得して行動できる状況を作っている

2026年　3月　15日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2026年　3月　31日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 チャレンジラボ

○保護者評価実施期間 2026年　2月　1日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表



改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
オンラインや書面でのやりとり等により

柔軟に対応する

2
新しい活動内容の検討と導入

事例の情報収集

3 ホームページや各SNS等による情報発信を強化するSNS・広報が弱い 現状の情報発信が弱い

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

学校や家庭との連携が取りづらい場合がある
開所時間や保護者の仕事都合等、

連絡が付きづらい場合がある

新しい活動のバリエーション
多様な活動プログラムを用意しているが、

より新しい取り組みを導入する余地がある


